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１．研究計画の概要 
 本研究は，日本語において，(1)発話を行
う と き の 発 話 行 為 の 適 切 性 条 件
（Searle1969）と終助詞「よ」「ね」「よね」
の使用が関与する原理を明らかにし（原理の
解明），(2)その原理が話し手と聞き手との相
互作用からなる対話やその総体としての会
話の構造に拡大し，適用できることを検証し
（対話や会話への原理適用の可能性の検証），
(3)対話や会話の構造の中で，聞き手の理解
に応じてとられる話し手の手法，別の言い方
をすると，これらの終助詞の特定の組み合わ
せとパターンによって階層的で動態的な対
話や会話を構成している状況を網羅的に調
査する（対話や会話の階層性と動態性の調
査）ことを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
 過去３年間の研究の進捗状況は以下の通
りである。 
 2008 年度：DVD タイトルの日本語字幕等か
ら資料を作成し，それを活用することによっ
て，上記の研究の目的(1)を達成するための
一環として，終助詞「よ」「ね」と Searle の
発話行為の適切性条件の関係を解明し，終助
詞「よ」は発話行為の事前条件を焦点化し，
終助詞「ね」は発話行為の誠実性条件を焦点
化するという主張をした。さらに，この主張
は，目的(3)を達成するためにも有用である
ことを部分的に示した。さらにこれらの終助
詞に関わる多様な先行研究を発話行為論的
な視点で俯瞰することで相関関係がつかめ
ることを主張した。 
 2009 年度：DVD タイトルをもとにした資料
作成とその活用によって，目的(1)を達成す
るための一環として，標準モデル化した「よ」

の音調とその解釈を含めて単独の終助詞の
焦点化とその解釈をさらに明らかにした。さ
らに複合形式の「よね」と発話との関係を探
るために，先行研究の多様で難解な主張をコ
ミュニケーション行為の方策としての観点
から捉えなおし，相関関係を明らかにした。
また，目的(2)および目的(3)を達成するため
の一環として，会話に現れる終助詞「よ」「ね」
の特徴的な意味解釈とそのメカニズムにつ
いて部分的に紹介した。 
 2010 年度：DVD タイトルをもとにした資料
作成とその活用によって，目的(1)を達成す
るための一環として「よね」文の分類および
その体系性をコミュニケーション行為の観
点から試行的に構築した。また，目的(2)お
よび(3)については，状況によって終助詞が
帯びるさまざまな意味や解釈を音声情報や
文脈情報などを手がかりに特定することが
可能であれば，原理の対話や会話への適用可
能性を支持でき，かつその階層性や動態性を
明らかにすることができる。そこで，当該年
度は文脈情報を手がかりに意味解釈を特定
する方法を部分的に紹介した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 複合形式「よね」の発話と意味解釈の原理
解明が済めば概ね目的(1)は達成したことに
なる。2010 年度にすでに試行的に「よね」文
の分類とその体系性を構築しているので，こ
の点に関して概ね順調に進展していると言
えよう。 
 また，対話や会話への原理適用の可能性の
検証および対話や会話の階層性と動態性を
調査することについては，すでに対話や会話
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の文脈情報を手がかりとして終助詞の意味
解釈の特定ができることを部分的に明らか
にしているので，目的(2)(3)に関しても概ね
順調に進展していると言えよう。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 残り2年間の研究では，これまで同様にDVD
タイトルをもとにした資料作成とその活用
によって，2010 年度から開始した終助詞「よ
ね」文の分類及びその体系性の構築を完成さ
せる。そして，対話や会話の文脈情報を手が
かりに終助詞の意味解釈の特定が出来る型
を網羅することによって原理適用の可能性
を証明する。さらに，会話や対話がどのよう
に階層的に構成されるか，動的な会話や対話
がどのように構成されているかを観察する
ことによって，対話や会話を展開する型を分
類していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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